
施工方法は
動画で確認出来ます

●下地工事､  
●床下の換気を十分に行えるように換気口を設けてください。床下が多湿であったり､通風が悪い場合には腐朽の原因となります。 
●ピアノ､大型冷蔵庫等の重量物を置く場合には､下地の補強を十分におこなってください。 
●施工･加工時には､防じん対策をとってください。必要に応じて防じんマスク､保護手袋､ゴーグルを着用してください。 
●裏面にお施主様用の｢取扱説明書｣が記載してありますので､必ずお施主様にお渡しください。 
●本製品の廃棄は各自治体の規制に基づき適切な処理をしてください。 
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釘打ち２ヶ所以上

❺養生方法
●施工後は、傷防止のために必ず養生し、床材表面を保護してください。
　弊社の養生ボード・専用テープの併用をお勧めします。
●布製ガムテープや広巾クラフトテープ等は粘着力が強く、床材表面を損傷する恐れがあり
　ますので使用しないでください。養生テープをはがす場合は、ゆっくりとはがしてください。急
　激にはがすと床材表面が損傷する恐れがあります。

美装時のワックス掛けは必要ありません。

【床暖房パネルへ施工する場合】

４５゚～５５゚が
目安です。

１㎜程度 図5

図3 図4雄実への接着剤の塗布

【一般下地へ施工する場合】

接着剤３０３㎜ピッチ
接着剤（長辺・短辺雄実下部へ塗布）

釘打ち
３０３㎜ピッチ

釘打ち２ヶ所以上釘打ち２ヶ所以上
小根太付き温水パネルの場合は小根太上に
釘打ちしてください。

釘打ち２ヶ所以上
図6

●接着剤はノズル口径を８φにカットし、３０３㎜ピッチで線状に塗布してください。
　また、製品長辺・短辺雄実部（図3、4）にも必ず塗布してください。
●釘の打ち込み位置は図3の通り床材長辺雄実部に３０３㎜ピッチ、短辺雄実部に２箇
所以上釘打ちしてください。（製品幅２００㎜以下のものは１箇所以上）また、釘頭を目立ち
難くするために、雄実付け根から約１㎜程度あけて釘打ちを行ってください。（フローリング
用ステープルの場合も同じです。）（図5）

●接着剤はノズル口径を８φにカットし、３０３㎜ピッチで線状に塗布してください。
　また、製品短辺雄実部（図4、6）にも必ず塗布してください。
●釘の打ち込み位置は図6の通り床材長辺雄実部に１５０㎜ピッチ、短辺雄実部に２箇
所以上釘打ちしてください。（製品幅２００㎜以下のものは１箇所以上）また、釘頭を目立ち
難くするために、雄実付け根から約１㎜程度あけて釘打ちを行ってください。（フローリング
用ステープルの場合も同じです。）（図5）

❹施工
●下地への固定は、次の釘および接着剤を併用してください。その他の釘や接着剤を使用
　したり、釘のみで固定した場合、床鳴りや目隙の原因となります。

釘

接着剤

●スクリューネイル 38㎜
●フロアーステープル 38㎜（肩幅 4㎜以上）

●捨て張り工法用ボンド
　「ＤＫ接着剤ＥＣＯ」、「ＤＫ接着剤ＥＣＯ簡単ふきとりタイプ」

【一般下地へ施工する場合】

【床暖房パネルへ施工する場合】（床暖房用仕上げ材として使用する場合）
❶下地工事
●捨て張り材は、次のいずれかとしてください。

●捨て張り材は、ビスまたは釘（間隔３０３㎜以下）で根太・大引に固定してください。
●捨て張り材同士の継ぎ目には、２～３㎜の隙間を設けてください。
●捨て張り材の表面は平滑になるように調整し、継ぎ目の段差がないようにしてください。
●遮音マット、石こうボード（床下地用高密度タイプ）へ施工する場合は、木質下地へ固定で
　きる長さの釘を使用してください。
●二重床を施工する場合は、必ず二重床メーカーの施工仕様に従ってください。
●パーティクルボード上に床暖房パネルを施工する場合は、必ず１２㎜以上の合板を捨
　て張りしてください。
❷下地施工後の確認
●下地施工後、異常なたわみや床鳴りがないことを確認してください。
●下地材が乾いていることを確認してから床材を施工してください。水分を多く含んでいると、
　シミやふくれの原因となります。（含水率１４％以下）
●下地材表面を清掃してください。異物が残った場合、床鳴りの原因になります。
●床暖房パネルを施工した際には、仕上げ材を施工する前に、床暖房システムが正常に作
　動することを確認してください。
❸割り付け
●施工前に製品を仮並べし全体の色、杢のバランスを確認してください。
●下地材の継ぎ手と床材は（図1）のように１００㎜以上（製品幅が２００㎜以下のものは５０
　㎜以上）離れるように割り付けてください。
●張り方は床材の短辺部のジョイントが隣り同士で揃わないようにしてください。（尺または
３尺ずらしをお勧めします。）３尺ピッチで横溝が入る製品は、１．５尺ずらしをお勧めします。
また、床暖房パネルへの施工の場合、短辺部のジョイントは必ず釘打ち可能な箇所で
行ってください。３尺ピッチで横溝が入る製品は尺または２尺ずらしで行ってください。
●巾木の下では壁と床材の間に必ず３～５㎜の隙間をあけてください。（図2）隙間がとれ
　ない場合、床材が突き上げる恐れがありますので、短辺雄実部にも釘打ちしてください。

捨て張り材の種類 厚さ 根太の仕様
合　　板

パーティクルボード
ネダレス針葉樹合板

12㎜以上
15㎜以上（※１）
24㎜以上（※２）

断面 45×45㎜以上の乾燥材
（間隔 303㎜以下）

－

●本製品は、床暖房の仕上げ材としてもご使用いただけます。
●推奨床暖房パネル

●上記以外の床暖房パネルを使用される場合は、床暖房パネルメーカーにご確認ください。

（※１）ただし、根太間隔が４５５㎜を超える場合は、たわみや床鳴りが生じ易くなるため、
２０㎜以上のパーティクルボードをご使用ください。

（※２）ただし、メーターモジュール（大引き間隔１，０００㎜）の場合は、たわみや床鳴りが
生じ易くなるため、２８㎜以上のネダレス合板をご使用ください。

図2図1

イエリアフロア スタンダード/イエリアフロア セレクト プレミアムウッド柄
/ハピアフロア ベーシック柄/ハピアフロア 銘木柄/ハピアフロア トレンドウッド柄

床暖房パネル、二重床の施工は､各部材メーカーの施工説明書をよく読み､注意事項を守って使用してください。

（製品幅が２００㎜以下のものは５０㎜以上）

（製品幅が２００㎜以下
　　のものは５０㎜以上）

施工方法

床暖房仕様について

種　　類 品　　名
小根太付温水マットタイプ ガス会社製品



●床暖房とこたつ、電気カーペットを併用することはお避けください。また座布団などの保温性の良いものを長時間同じ場所に置かないで
　ください。異常加熱により、床材の継ぎ目部に隙間、表面にひび割れをおこすことがありますます。

http://www.daiken.jp/  

【水周りご使用時のフロアーへの配慮】
本製品を水周り（キッチンシンク前、トイレ、洗面脱衣所等）にご使用になる際は以下のことにご配慮ください。
いずれも放置されますと、床材の目地部や表面の膨れ、変色等の原因となります。また、濡れた状態の床材は滑りやすくなり危険です。

●床材が水で濡れた場合は速やかに拭き取ってください。
●床に小水や洗剤等がこぼれた場合は速やかに拭き取ってください。
●常時水かかりのある場所では転倒防止のために必ず足拭きマットをご使用ください。
　マットご使用後は濡れたまま放置せず、乾いたものに交換してください。

ハピアフロア ベーシック柄/ハピアフロア 銘木柄/ハピアフロアトレンドウッド柄
イエリアフロア スタンダード/イエリアフロア セレクト プレミアムウッド柄/

弊社指定の施工場所に弊社の施工方法・取扱説明書に準じた正
常な施工・使用がなされている状態（前提条件）で、上記事項を
保証します。なお、本内容は日本国内においてのみ有効です。

2025年9月26日から
「DAIKEN株式会社」に改称します

250623-NJ-03:T

中性洗剤（※）を含ませて固く絞った雑巾で拭く
※使用する場合は、メーカーの
　使用方法に従ってください。

●化学ぞうきんはドライタイプの商品をおすすめします。ウエットタイプの商品は、商品の使用上の注を充分に読み以下についてご注意の上、ご使用ください。
　◆ご注意いただきたいこと
　・床材の切れ端やカットサンプル、または床の目立たない場所等でお試しいただき、問題がないことを確認いただいてからご使用ください。
　・水濡れ箇所、ワックスがけの直前、直後には絶対に使用しないでください。ワックスが白くなったり、床材が変色する可能性があります。
　・床の上に長時間放置しないでください。床材が変色する恐れがあります。
●化学ぞうきんの繊維が目地部分に引っかかり、付着し目立つ場合があります。


